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１．研究計画の概要 

 
２．研究の進捗状況 
初年度は大阪大学の保健学倫理審査での承

認を得た後、埼玉医科大学総合医療センター
の倫理委員会に申請し承認を得た。平行して
メラトニン等の測定手技の確立、調査施設の
研究協力者との打合せと母親に対する調査の
準備を終え、実際のデータ収集に着手した。 

実際には、妊婦健康診査外来で妊娠性高血
圧症または妊娠糖尿を診断された時点で、医
師が妊婦に研究について口頭と文書で説明し、
次回健診で研究参加の意思を助産師に申し出
てから同意書を受領する。合併症の診断時、
妊娠 10 か月、産後１ヶ月および３ヶ月時に、
生活状況の調査表と睡眠表記録、アクチグラ
フ、および唾液採取一式（メラトニン等の測
定用）を研究協力者の助産師が手渡し、調査
IDのみで着払宅急便で大学宛に回収している。 
21 年度から、対象となる合併症妊婦・同一

対象の産後１か月３か月の母子（延べ５４例）
に自宅での睡眠表記録、アクチグラフ（行動
計）、および唾液採取を依頼し、データ収集を
実施した。22年度は同様に母子（延べ６７例）

の収集を実施した。対照群として、正常妊婦
のデータ収集も開始した。 
 この間、大阪大学に回収された生活状況の
調査表のデータ入力を順次行っている。唾液
サンプルは或る程度貯まった時点で、メラト
ニンとストレス物質を測定している。毎月１
回、同医療センターの研究協力者グループと
研究代表者が研究打ち合わせを行い、研究の
進捗状況や問題点を検討している。また、正
常妊婦・母親を対象としたデータの誌上発表
を行い、現在 英文誌に投稿中である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
対象とする妊娠性高血圧症または妊娠糖尿

病と診断される異常妊婦は全妊婦の５～10％
であるため、データ収集に３年半～４年程度
を要する。実際には延べ120例余りの対象者か
ら協力が得られ、調査施設の研究協力者の貢
献も大きい。唾液検体のストレス物質の測定
は採取分はほぼ測定できているが、唾液中の
メラトニン測定が唾液サンプルの収集量に比
べやや遅れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
23年度はデータ収集の３年目であり、デー

タ収集と平行して、生活リズムの調査票のデ
ータ入力とPSQI、睡眠表、ならびにアクチグ
ラフのデータ解析、また順次採取される試料
の分析（メラトニン等の測定）を行う。また
最終年度での成果発表に向けて解析を推進す
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
〔雑誌論文〕（計 ５ 件） 

妊娠性高血圧症、妊娠糖尿病など生活
習慣病と同様の病態をもつ周産期異常
を予防し妊娠を正常に経過させるため
には、妊娠中の規則正しい生活リズムや
生活習慣が実は重要であると推測され
る。そこで、妊娠中の生活（睡眠）リズ
ムおよび生活習慣と妊娠合併症
(PIH,GDM)との関連、ストレスと同妊娠
合併症との関連、及び同妊娠合併症妊婦
の生活リズムとその乳児の睡眠・メラト
ニンリズムとの関連を明らかにする。 
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